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準値よりも低いことが示された。また、3 ヶ月間という短期間でも、痛みについての QOL 指数の低下傾向が認め
られ、薬剤師が介入をすることで、情緒面での改善傾向が認められた。 
これらの結果は、今後、拡大が期待される緩和医療ケアにおける薬局薬剤師の役割を臨床現場で調べたもので
あり、今後の医療の方向性を考えるための基礎知見として価値がある。以上のことから、審査担当者の合議によ
り、学位論文に値するものと判定した。 
 
 
